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事
業
概
要

関連事業
（同一目的事業等）

事業の必要性
・実施の背景

目　標
（何がどうなれば

達成か）

上位施策事業名

根拠法令

かすみがうら市総合計画　第１章　第４節　循環型社会の構築

実施方法

対象者数（全住民に対する割合）

平成１２年度

かすみがうら市資源物回収事業補助金交付要綱

大量生産、大量消費、大量廃棄型の社会のあり方や市民のライフスタイルを見直し、限りある資源を有
効活用していく観点から、資源物をリサイクルする「循環型社会」の形成を目指していかなければならな
い。その取り組みにおいて、地域の子ども会等を対象に廃品回収事業を行っている。インセンティブを設
定することにより一層の資源物の分別の徹底やリサイクル意識の向上が図られるとともに、集団で取り
組むことでコミュニティの活性化も推進される。

目　的
（何をどうするた

めに）

□直接実施

市に届出をした団体
人

家庭系一般ごみ排出量の減量化。（燃やすごみ、燃やさないごみに含まれる資源物量の減量）
燃やせるごみ（可燃ごみ）が減少することで、ごみ処理施設（環境クリーンセンター）の延命化ひいては、
環境負荷の軽減が最終目標である。

■自治事務　　□法定受託事務

担当課･係名

・環境保全課にて、補助金申請の手続き（団体の登録）をしていただく。
・団体が資源物を回収する。（年１回以上）
・資源回収業者に引渡し
・団体は、資源回収業者が発行する取引伝票を添えて、補助金申請の手続き（実績報告）をし
ていただく。
・内容審査後、回収団体から請求書を提出していだだき口座へ補助金を振り込む。
≪助成（補助）内容≫
・１団体当たり、基本額5,000円と回収量に応じ１㎏当たり5円を助成、35,000円を限度
　

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

対　象
（誰・何を対象に）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

※当該事業以下に
細事業がある場合
は、事業費ととも

に記載

リサイクルの推進及び、ごみの減量化と限りある資源の有効利用に対する市民意識の高揚を図
ることが目的。

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担当局・部名 環境経済部

課長 根本一良

予算事業名 リサイクル推進(資源物回収）事業

環境保全課
　　　衛生係

事務区分

事業番号 １‐4 平成23年度 



平成１２年度

事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名 リサイクル推進(資源物回収）事業

事業番号 １‐4 平成23年度 

その他特財

成果実績
（事業目標達成状況）

成果指標設定
理由等
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茨城県における再生利用率が毎年示されており、比較が容易であることから

事
業
成
果

単位

千円

／総事業費

1,6090.2

0.2

事
業
実
績

【活動指標名】

千円

活動実績

一般財源

2,737 2,664千円

2,737

総事業費

臨時職員等

1,609

財源

内訳

財源合計

千円

2,678

委託料

負担金、補助及び交付金

国県支出金

地方債

2,737

人

人

1,035

特記事項
(事業の沿革等)

コ
ス
ト

効率指標
（事業費/活動指標）

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

千円

千円

千円

1,617

千円事業費合計 1,128
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事
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費
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【成果指標名】 Ｈ22年度
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担当正職員

人件費合計

千円

22年度（決算） 21年度（決算） 20年度（決算）
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国県支出金の内容
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集団回収の中心的役割を担ってきた子ども会の届出団体数が固定化しつつある。
今後ともリサイクルを推進するため、そのインセンティブとして、継続して行きたい。

資源化率（中間処理後資源化量＋直接資源化量/ご
み総排出量） ％

単位 Ｈ22年度 Ｈ20年度

回収団体数 団体 46 40

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

土浦市　集団回収５円/㎏＋10,000円
石岡市　集団回収４円/㎏　年２回以上実施
小美玉市　事業主体　区が主体で実施　上限60,000円
つくば市　集団回収５円/㎏　上限40,000円
阿見町　集団回収５円/㎏　年３回分まで

2,673

45



各家庭から ①

③

　　　④

　　　②

行政資源物回収のながれ

集団資源回収の流れ

資源物集団回収事業

①集団回収団体登録申請書の提出
②回収した資源物を資源回収業者に引き渡す。
③引取伝票の発行
④資源物回収実績報告書・引取伝票の提出
⑤回収を実施した登録団体に基本額５，０００円のほか総重量１㎏当り５円の金額を乗じて得た金額を交付する。ただし、補助限度額は総額で年３５，０００
円とする。

　　② 　　③
① ④

⑤

①回収業者が回収ステーション（集積所）の資源物を回収
②回収業者が資源物引取業者に搬入
③資源物引取業者から回収量を市に報告
④資源重量に応じ、単価を乗した金額を請求

集団回収団体 

市 資源回収業者 

回収ステーション（集積所） 

市 

回収業者（委託） 

資源物引取業者 

各家庭から回収 



（単位：団体・地区（集積所））
平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

登録団体数 45 40 46

集団回収 （単位：ｋｇ）
平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 ごみ処理場 （単位：ｋｇ）

紙類 178,451 177,727 194,808 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度
ビン 13,852 10,499 11,445 紙類 245,764 333,323 361,105
カン 3,402 3,532 4,024 布 50,875 51,336 47,070
布 1,186 911 1,577 ペットボトル 91,400 87,270 92,310
合計 196,891 192,669 211,854 プラスチック 25,020 26,770 24,140

ビン 364,300 343,730 350,270
カン 334,570 314,610 304,500

全体 合計 1,111,929 1,157,039 1,179,395
集団回収 ごみ処理場

平成２０年度 196,891 1,111,929
平成２１年度 192,669 1,157,039
平成２２年度 211,854 1,179,395

資源物回収助成団体

資源物回収量

集団

回収 
15% 

ごみ処理

場 
85% 

平成２０年度 

集団

回収 
14% 

ごみ処理

場 
86% 

平成２１年度 

集団

回収 
15% 

ごみ処理

場 
85% 

平成２２年度 
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